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分
納
誓
約
後
の
履
行
状

況
は
ほ
と
ん
ど
が
履
行
で

き
て
い
る
。
物
件
の
な
い

債
務
者
へ
の
対
応
は
ケ
ー

ス
バ
イ
ケ
ー
ス
に
な
っ
て

お
り
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

回
収
率
は
昨
年
同
月
比
マ

イ
ナ
ス
一
五
・
三
％
で
あ

る
が
、
返
済
の
ピ
ー
ク
が

過
ぎ
、
滞
納
分
に
つ
い
て

は
困
難
な
も
の
も
あ
る
。

一
括
償
還
の
減
少
で

月
々
の
通
常
返
済
は
三
百

万
円
で
推
移
し
て
い
る
。

本
年
度
完
済
は
十
件
、

件
数
は
二
百
件
を
切
っ
た

と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
他
課
と
の
連
携
も

前
進
し
つ
つ
あ
る
。
連
帯

保
証
人
に
つ
い
て
は
一
定

の
改
善
は
見
ら
れ
た
も
の

の
そ
の
後
は
進
捗
し
て
い

な
い
。

退
去
後
の
滞
納
に
対
し

て
の
手
立
て
が
不
足
し
て

い
る
こ
と
や
、
滞
納
者
本

人
へ
の
催
告
書
と
共
に
連

帯
保
証
人
へ
も
催
告
書
を

送
付
し
て
い
る
が
、
分
納

誓
約
が
履
行
さ
れ
な
い
場

合
は
厳
し
い
対
応
を
と
の

意
見
が
あ
っ
た
。

実
績
で
は
滞
納
額
を
減

少
さ
せ
て
お
り
、
困
難
を

抱
え
つ
つ
も
前
進
さ
せ
て

い
る
点
は
評
価
で
き
る
。

12月定例会の初日に、議会閉会中の10月22日及び11月25日に行
われた「行財政改革推進特別委員会」の審査並びに協議の結果が報
告された。委員長報告から抜粋して掲載する。

九
月
よ
り
１
係
、
２
係

の
事
務
分
担
を
解
消
し
、

滞
納
額
及
び
滞
納
者
の
状

況
に
応
じ
て
班
編
成
を
敷

く
こ
と
に
な
っ
た
旨
の
説

明
を
課
長
か
ら
受
け
た
。

保
育
料
、
給
食
費
滞
納
分

の
徴
収
実
績
等
が
示
さ
れ
、

他
の
滞
納
と
の
関
連
、
新

た
な
分
納
誓
約
と
の
必
要

性
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、

行 財 政 改 革 推 進
特別委員会の報告

十
九
年
度
徴
収
実
績
で

は
税
源
移
譲
等
に
よ
る
市

県
民
税
の
負
担
増
で
収
納

率
が
低
下
し
て
き
て
い
る
。

口
座
振
替
の
加
入
促
進
の

手
立
て
は
進
め
て
い
る
が
、

残
高
不
足
で
引
き
落
と
し

不
能
の
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

滞
納
整
理
で
は
四
月
に
催

告
書
を
現
年
分
滞
納
者
九

百
四
十
人
に
、
十
二
月
に

全
滞
納
者
三
千
二
百
二
十

四
人
に
送
付
し
た
。
分
納

誓
約
を
八
百
十
人
と
締
結

し
て
い
る
が
履
行
状
況
は

芳
し
く
な
い
。

十
月
以
降
、
十
一
月
二

十
五
日
の
間
に
、
差
し
押

さ
え
予
告
九
件
、
差
し
押

さ
え
四
件
、
給
与
照
会
十

七
件
、
内
四
件
完
納
等
の

報
告
が
あ
っ
た
。
県
巡
回

支
援
相
談
員
二
人
の
応
援

が
、
月
二
回
程
度
あ
る
が

今
後
も
支
援
を
お
願
い
し

て
い
く
と
の
こ
と
。

古
い
滞
納
も
あ
る
が
、

換
価
価
値
の
な
い
も
の
が

多
い
の
で
執
行
停
止
も
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
高

額
滞
納
者
の
税
目
で
は
固

定
資
産
税
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
。
ま
た
家
族
で
滞
納

に
陥
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も

多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
現

在
、
生
命
保
険
の
差
し
押

さ
え
は
保
険
を
担
保
に
し

て
交
渉
を
行
っ
て
い
る
。

全
体
的
な
議
論
で
は
、

介
護
保
険
料
の
徴
収
悪
化

に
つ
い
て
制
度
に
対
し
て

の
不
満
が
あ
る
。
ま
た
、

相
続
放
棄
さ
れ
た
資
産
を

ど
う
す
る
か
は
今
後
の
課

題
で
あ
る
。

委
員
よ
り
、
現
年
滞
納
分

に
対
し
て
の
原
課
の
取
り

組
み
等
に
つ
い
て
質
疑
が

な
さ
れ
た
。
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産
業
振
興
策
で
は
、
農

業
に
つ
い
て
特
に
柚
子
生

産
に
関
し
て
は
将
来
的
に

考
え
て
加
工
場
設
置
は
必

須
の
条
件
整
備
で
は
な
い

か
。
本
市
の
中
山
間
農
業

の
中
心
的
な
位
置
に
あ
る

柚
子
生
産
に
関
し
て
後
継

者
の
問
題
等
、
も
ろ
も
ろ

の
状
況
の
見
通
し
に
つ
い

て
意
見
発
言
が
あ
っ
た
。

福
祉
の
充
実
策
、
基
盤

整
備
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
協
議
も
踏
ま
え
、

意
見
調
整
し
、
作
成
中
で

あ
る
。

朝
来
市
は
、
平
成
二
十

年
三
月
に
地
域
協
働
の
シ

ス
テ
ム
や
自
治
体
の
基
本

ル
ー
ル
を
決
め
た
自
治
基

本
条
例
が
策
定
さ
れ
て
い

る
。
新
し
い
地
域
自
治
シ

ス
テ
ム
を
作
る
た
め
、
市

は
地
域
支
援
職
員
を
一
小
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ま
ち
づ
く
り
推
進
特
別

委
員
会
が
協
議
し
て
き
た

「
ま
ち
づ
く
り
」
の
各
項
目

別
の
政
策
と
し
て
の
取
り

ま
と
め
案
に
つ
い
て
審
査

協
議
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
議
会
定
例

会
に
お
い
て
報
告
し
て
き

た
人
口
の
定
住
策
、
産
業

の
振
興
策
、
福
祉
の
充
実
、

基
盤
整
備
に
つ
い
て
、
中

項
目
、
小
項
目
に
細
目
化

し
て
具
体
的
に
政
策
と
し

て
の
各
委
員
の
意
見
を
集

約
し
た
。

第
一
回
目
は
人
口
の
定

住
策
、
産
業
の
振
興
策
の

ま
と
め
案
に
つ
い
て
審
査
、

協
議
を
行
っ
た
結
果
、
一

部
修
正
を
要
す
る
個
所
も

あ
っ
た
が
、
お
よ
そ
方
向

が
示
さ
れ
た
。
重
要
な
政

策
実
現
の
た
め
に
は
効
果

の
見
え
る
具
体
策
を
打
ち

出
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ

っ
た
。

人
口
定
住
策
は
第
一
に

は
子
育
て
支
援
策
、
若
者

が
子
育
て
を
不
安
な
く
で

き
る
、
若
者
対
策
を
し
っ

か
り
と
、
目
に
見
え
る
施

策
を
打
ち
出
す
べ
き
と
の

意
見
で
あ
る
。

保
育
料
も
無
料
に
す
る

等
、
子
育
て
に
思
い
切
っ

た
支
援
策
を
等
の
意
見
が

出
た
。

学
校
区
六
名
、
全
部
で
七

十
六
名
配
置
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
自
治
協
議
会

設
立
に
手
を
挙
げ
た
地
域

に
設
立
支
援
金
や
、
運
営

費
な
ど
が
支
給
さ
れ
る
な

ど
の
財
政
的
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

両
市
と
も
、
住
民
を
中

心
に
し
た
「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」
が
進
め
ら
れ
、

参
考
に
な
っ
た
。

兵庫県朝来市

香
美
市
議
会
と
し
て
全

国
で
初
め
て
「
水
源
の
里

条
例
」
を
制
定
し
た
京
都

府
・
綾
部
市
と
す
み
よ
さ

ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
の
兵
庫

県
・
朝
来
市
を
視
察
し
た
。

綾
部
市
は
、「
限
界
集
落
」

を
、「
水
源
の
里
」
と
と
ら

え
集
落
住
民
を
主
体
に
、

地
域
の
再
生
を
計
ろ
う
と

し
て
い
る
。
平
成
十
八
年

十
二
月
議
会
に
お
い
て
、

市
長
提
案
で
、「
水
源
の
里
」

条
例
が
可
決
さ
れ
た
。
同

市
で
は
、
市
民
環
境
部
の

中
に
市
民
協
働
課
、
水
源

の
里
振
興
課
を
設
置
。
定

住
支
援
給
付
金
や
基
金
設

置
な
ど
の
財
政
支
援
と
共

に
、
人
的
支
援
も
き
め
細

か
く
行
っ
て
い
る
。


